
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風
、

第
二
號

三
田
ハ
　
（
二
一
二
）

年

交
藝
復
興
期
の
儒
風
（
下
）

交
學
博
士

三

浦

周

行

　
　
　
　
墨
間
の
思
考
芒
越
瞭

　
更
に
暴
く
交
藝
復
興
期
に
於
け
る
儒
家
者
の
爆
風
や
趣

味
を
其
前
代
の
五
障
を
中
心
こ
し
た
灘
儒
の
そ
れ
ご
比
較

し
て
見
る
な
ら
ば
、
種
々
の
鮎
に
於
て
異
っ
た
特
色
を
見

出
だ
す
こ
ご
が
出
嫁
る
・
今
梅
津
も
な
る
も
の
二
三
を
列

聖
し
や
う
。
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
嘔
、
哲
墨
隈
思
索
　
五
山
の
寒
風
は
時
代
に
依
っ
て
攣

遷
が
、
な
い
で
は
な
い
が
、
　
一
般
に
詞
章
や
調
話
に
重
き
を

置
た
こ
ご
は
定
設
で
あ
る
。
こ
れ
を
維
學
に
つ
い
て
い
へ

ば
、
彼
等
は
宋
儒
の
性
理
説
な
ご
よ
“
り
は
寧
ろ
墨
磨
學
者

の
註
疏
に
傾
く
べ
き
筈
で
あ
る
。
特
に
前
駆
は
佛
書
が
二

言
を
以
て
入
を
惑
は
し
易
い
こ
ご
や
、
佛
説
が
徒
ら
に
高

く
し
て
實
の
な
い
こ
ご
を
説
い
て
居
る
の
で
あ
る
○
而
か

も
事
實
は
こ
れ
に
反
し
て
後
者
を
棄
て
、
前
者
を
採
る
に

一
致
し
た
。
勿
論
こ
れ
に
平
し
て
は
師
練
の
如
く
反
駁
を

畑
へ
だ
も
の
も
め
り
、
儒
佛
の
輔
致
を
信
じ
把
儒
書
も
な

い
で
は
な
い
が
、
其
生
活
の
矛
盾
は
調
和
を
望
む
に
由
な

く
、
多
歎
は
宋
儒
の
佛
説
を
排
し
な
が
ら
爾
ほ
少
ら
す
こ

れ
を
取
入
れ
把
黙
を
喜
ん
だ
も
の
で
、
所
講
耳
を
掩
う
て

鈴
を
盗
む
の
氣
昧
が
あ
る
Q
彼
等
が
徒
ら
に
章
句
や
典
盤

の
末
節
に
泥
ん
で
其
根
本
哲
理
を
閑
却
し
π
の
は
怪
し
む

に
足
ら
ぬ
○
こ
れ
に
反
し
て
此
期
の
學
者
ば
電
鈴
の
溢
學

を
始
め
何
れ
の
流
派
に
号
す
る
も
の
も
、
皆
暫
學
的
思
索

に
カ
の
た
の
は
把
し
か
に
一
特
徴
こ
す
る
こ
ご
が
出
吊
る



．t

　
島
瓢
溌
墨
的
傾
向
　
緯
書
を
學
ぶ
も
の
が
佛
経
を
排
斥
　
　
　
ソ
リ
貴
姐
ハ
函
嶺
ナ
リ
講
白
濁
ル
チ
戒
ハ
誠
齋
モ
反
淫
嬬
チ
イ
ハ
ン
や

し
、
佛
維
を
學
ぶ
も
の
が
纒
書
を
…
排
斥
す
る
は
｝
般
の
傾
　
　
　
悪
テ
見
ナ
悪
ト
ィ
フ
聖
心
二
悪
ア
ル
ニ
ァ
ラ
ス
來
ル
ニ
ョ
ソ
ァ
コ
ソ
テ

向
ご
は
い
へ
茎
此
期
の
儒
學
者
の
排
佛
に
一
致
し
元
の
は
　
　
　
戒
之
卜
冒
γ
ル
（
シ

特
に
情
懐
な
る
現
象
で
あ
っ
徳
幌
窩
を
始
め
羅
喫
闇
と
書
い
て
居
る
の
は
幌
窩
の
所
説
晃
請
す
る
も
の
で
、

齋
・
意
林
庵
等
何
れ
も
當
ぞ
震
は
儒
籍
に
あ
っ
だ
か
・
然
、
何
れ
に
も
せ
よ
、
擁
激
に
簾
焉
掛
る
は
同
塵
で
あ
っ
把
。

ら
ざ
る
も
寺
院
に
學
ん
だ
人
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
す
、
さ
　
さ
れ
ば
幌
窩
も
法
衣
を
腕
ぎ
棄
て
た
後
は
公
卿
の
褻
服
か

な
が
ら
弊
履
を
捨
つ
る
が
如
く
に
佛
門
を
脆
し
て
居
る
。
　
ら
出
で
た
深
衣
溢
服
を
著
か
て
講
説
し
、
道
春
の
門
人
に

允
も
其
佛
激
に
思
す
る
態
度
に
は
入
に
依
っ
て
多
少
の
見
　
な
っ
た
時
に
も
亦
深
出
機
服
を
授
け
だ
。
こ
れ
道
春
の
二

方
を
異
に
す
る
は
免
れ
ぬ
こ
ご
で
、
儂
窩
の
如
き
は
富
者
　
十
一
、
粗
野
の
時
で
あ
っ
セ
か
ら
、
野
槌
に
其
二
十
｝
歳
の
時

の
術
中
に
憎
い
ら
ね
ば
よ
い
こ
い
っ
て
居
る
が
、
芸
捲
の
　
集
註
を
講
じ
始
め
た
こ
ご
を
叙
し
て
、
＝
｝
年
を
へ
て
深

思
長
捲
日
記
明
暦
三
年
五
月
二
十
六
h
の
條
に
　
　
　
　
戎
を
ぎ
て
講
説
す
る
事
も
あ
り
き
こ
い
っ
て
居
る
の
ご
吻

　
、
朱
子
大
全
首
巻
チ
一
三
セ
シ
ュ
久
雨
齊
舗
経
ト
ィ
フ
題
ニ
テ
端
捨
猫
無
　
合
す
る
。
意
林
庵
の
如
き
も
、
其
進
講
に
常
う
て
は
、
前

　
窮
騨
嫉
鐸
塁
紫
藍
座
難
事
超
盤
滋
倶
門
掩
竹
林
幽
會
白
雨
鹸
ア
に
も
逓
べ
党
如
く
法
橋
，
法
眼
な
ご
に
は
騰
者
も
な
る
か

　
此
無
爲
戴
義
心
岡
口
安
如
ト
づ
（
ル
自
律
ア
リ
世
儒
佛
法
チ
ソ
”
ソ
ー
フ
ン
ト
　
ら
、
公
卿
の
入
店
並
み
に
昇
殿
致
す
や
う
に
ご
の
難
有
思

　
テ
二
丈
公
証
書
チ
見
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
イ
（
ル
此
詩
チ
見
テ
共
心
テ
改
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
召
を
承
は
つ
て
、
深
衣
を
引
け
て
幽
目
し
た
趣
で
あ
る
。

・
　
シ
サ
ソ
ト
佛
法
チ
信
シ
テ
カ
ク
イ
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
格
物
致
知
ノ
一
端
ナ

　
　
ソ
バ
ナ
シ
カ
罫
書
チ
見
ル
コ
ト
チ
キ
ラ
ハ
ン
や
且
共
詩
二
於
テ
ハ
典
見
　
當
時
飯
前
で
法
橋
、
法
眼
に
叙
せ
ら
る
、
も
の
は
道
房
公

　
聰
・
及
プ
津
津
興
・
誠
甲
子
・
詩
二
江
水
鑑
樂
塗
准
貴
妃
ト
作
記
寛
永
二
＋
年
三
月
＋
日
の
條
に
、
凡
近
年
騰
法
師
申
法

　
　
　
第
三
雀
　
　
研
　
究
　
　
文
藝
復
興
期
の
儒
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
二
＝
こ



’

第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
痩
藝
復
興
期
の
儒
風

橋
法
眼
事
不
知
歯
数
、
是
申
偲
位
事
近
代
事
也
、
任
二
世

風
儀
及
数
輩
事
、
無
偏
静
物
也
ご
見
ね
る
通
り
、
除
り
に

珍
し
か
ら
ぬ
例
で
あ
っ
元
か
ら
で
あ
ら
う
○
そ
れ
に
滋
春

が
開
も
な
く
家
康
に
用
ゐ
ら
る
、
に
及
ん
で
其
意
に
任
せ

て
蕪
蒸
し
π
b
後
叉
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
一
部
の
儒

漁
者
間
に
非
難
を
害
い
π
こ
ご
で
、
さ
し
も
温
厚
の
君
子
、
，

中
江
藤
樹
す
ら
態
林
千
剃
髪
昏
冥
辮
を
書
い
て
、
彼
れ
が

耳
翼
を
融
き
な
が
ら
、
説
法
に
微
ふ
を
斥
け
、
朱
子
の
言

つ
把
能
く
書
ふ
の
米
点
ご
は
彼
れ
の
事
で
あ
る
ご
迄
極
言

し
だ
○
溢
春
の
排
佛
説
は
其
著
書
本
朝
神
瀧
楽
な
ざ
に
も

明
か
で
。
も
こ
よ
り
剃
髪
の
有
無
に
拘
は
ら
ぬ
ご
は
い
へ
、

余
輩
は
こ
、
に
も
亦
排
佛
の
一
儲
例
を
見
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
蕃
山
が
池
田
光
政
に
用
ゐ
ら
れ
て
か
ら
領
内
の
煎

豆
を
殿
つ
た
の
は
彼
れ
が
排
佛
主
義
の
實
行
に
外
な
ら

ぬ
。
　
蕊
、
嫁
内
的
傾
向
　
古
詩
室
町
町
代
程
名
分
の
棄
概
を

臨
め
た
こ
ご
は
な
い
。
前
將
軍
道
義
豆
義
溝
、
す
ら
朋
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
八
　
へ
二
一
四
）

目
本
訴
王
の
印
璽
を
受
け
て
、
其
正
朔
を
奉
じ
臣
ご
辮
し

て
居
だ
程
で
あ
る
か
ら
～
其
他
は
推
し
て
知
ら
れ
や
う
。

或
は
是
時
に
胆
に
賂
っ
だ
書
契
は
其
起
草
者
π
る
儒
侶
（

五
山
の
）
が
旨
を
矯
め
て
書
い
把
も
の
こ
認
む
る
説
も
な

い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
．
道
義
の
聰
明
，
？
）
を
蔽
ふ
も
の

で
，
福
野
最
負
の
引
倒
し
で
あ
る
。
ご
は
い
へ
、
彼
等
の

大
義
名
分
に
暗
か
つ
π
こ
ご
は
意
想
の
外
で
あ
っ
π
o
瑞

半
周
鳳
が
幕
府
の
醤
朋
外
交
を
朝
廷
を
無
観
し
π
利
盆
本

位
の
私
外
交
で
あ
っ
覚
ご
喝
破
し
て
、
凡
爾
國
通
好
之
義
、

非
林
下
可
得
而
群
雀
、
叢
誌
王
通
信
則
書
當
出
於
朝
廷
代

言
之
手
、
近
者
大
將
軍
営
利
國
故
、
籍
通
書
信
、
大
蒲
以
俗

爲
使
、
言
書
風
雨
於
二
心
爾
こ
い
っ
て
居
る
の
も
、
暗
に

失
態
の
責
を
僧
侶
に
も
「
分
た
う
こ
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

彼
等
は
殆
ん
ざ
望
外
國
殊
に
所
調
「
大
明
」
の
崇
慌
者
、
心

醇
者
で
あ
っ
π
こ
い
へ
る
○
相
當
に
學
識
を
備
へ
た
横
川

景
三
す
ら
明
を
中
華
こ
い
ひ
皇
朝
ぎ
い
っ
て
、
大
州
國
な

ご
の
交
字
ご
共
に
李
出
し
て
居
る
。
そ
れ
も
朋
に
腐
る
書



な
ら
ば
未
だ
し
も
、
友
人
の
渡
明
を
翻
る
詩
の
序
で
さ
へ

さ
う
で
あ
る
○
（
京
華
集
）
彼
等
は
朋
へ
の
進
物
が
聯
爾
、
疎

、
末
）
で
あ
る
こ
か
、
我
が
正
使
が
平
地
で
導
入
に
詩
丈
の

代
作
を
さ
せ
る
こ
．
こ
を
さ
も
重
大
な
國
辱
で
あ
る
か
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
ゐ

く
氣
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
よ
り
以
上
の
國
辱
に

陣
し
て
は
全
く
盲
目
で
あ
っ
た
）
朝
鮮
に
齢
し
て
す
ら
、

將
軍
の
書
契
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
が
、
諸
國
の
守
護

大
名
共
か
ら
贈
っ
鷺
も
の
に
は
其
王
を
皐
帝
陛
下
ご
崇
め

自
身
を
臣
ご
鵜
す
る
な
ざ
随
分
目
に
飴
る
の
が
見
ね
る
Q

そ
れ
こ
い
ぶ
も
野
苺
に
筆
を
執
ら
せ
売
か
ら
で
、
彼
等
は

朝
鮮
よ
り
臓
物
を
得
や
う
ご
す
る
揖
的
の
不
成
功
に
終
る

時
は
自
己
の
無
能
を
聯
め
ら
る
、
よ
り
、
除
儀
な
く
僻
を

卑
う
し
て
謂
う
た
の
で
あ
る
ご
宗
氏
世
系
私
記
に
指
摘
し

て
居
る
通
り
で
あ
ら
う
。
此
期
の
儒
學
潜
に
は
斯
る
外
舞

内
卑
癖
を
有
っ
た
も
の
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
っ
た
り
の
み

な
ら
す
、
全
く
正
反
甥
の
見
地
に
立
つ
も
の
が
多
か
っ
た
。

彼
榊
代
夕
以
て
三
皇
の
世
に
比
し
，
紳
武
天
塁
を
唐
尭
に

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
．
究
　
　
重
藝
復
興
遡
の
儒
風

擬
へ
奉
っ
た
闇
齋
や
声
支
那
の
外
業
に
塾
し
て
日
本
を
中

朝
こ
も
中
華
、
申
幽
こ
も
い
ひ
、
遠
く
外
國
の
虚
文
を
講

ん
じ
な
が
ら
、
本
朝
の
黒
蜜
聖
知
ら
す
、
中
朝
の
単
三
…
遇

邦
に
超
過
す
る
を
審
に
せ
躍
を
零
丁
こ
し
た
素
行
等
は
最

も
よ
く
こ
れ
を
代
表
し
た
も
の
こ
い
へ
る
Q

　
臨
、
聯
蓮
の
研
究
紳
佛
㊨
習
合
が
行
は
れ
本
地
垂
跡

説
が
完
成
さ
れ
て
か
ら
、
摺
侶
の
憩
甦
を
取
扱
つ
元
も
の

は
多
い
が
、
何
れ
も
佛
設
を
至
楽
せ
ぬ
も
の
ざ
て
は
な
か

つ
ヤ
眉
宗
貞
國
が
朝
鮮
に
贈
つ
墨
書
に
、
我
朝
堂
以
事
紳

爾
本
，
夫
棘
輿
佛
姻
一
騰
也
、
讐
舗
氷
溜
水
、
氷
解
即
時

爲
水
軍
云
々
こ
い
っ
て
居
り
、
叉
秀
吉
が
印
正
副
王
に
答

へ
た
勲
旨
に
、
・
夫
五
q
朝
者
漁
牌
國
・
也
、
融
旧
聾
心
也
，
森
羅
卵
両
漁
躯

不
出
一
心
、
（
申
略
）
此
騨
在
留
士
喚
之
爲
忍
法
、
在
震
旦

以
之
爲
儒
溢
、
在
臓
域
謂
諸
憩
道
，
垂
直
電
早
知
佛
法
一

叉
知
儒
痘
毒
云
々
乏
い
つ
て
居
る
の
は
何
れ
は
俗
侶
（
秀

青
の
は
承
見
の
執
筆
）
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が

前
者
は
紳
佛
二
身
説
で
あ
り
、
後
者
は
母
樹
佛
の
三
敷
一

　
　
　
　
　
　
、
第
二
號
　
　
　
三
九
　
（
二
一
五
）



第
三
懸
　
　
研
．
究
　
　
丈
…
繋
復
興
期
の
儒
風

致
論
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
．
点
前
読
に
基
く
こ
ビ
は
即
ち
一

で
あ
る
。
鳶
思
懸
倶
の
唯
一
榊
溢
で
さ
へ
、
其
敷
義
ご
い

ひ
、
其
行
事
こ
い
ひ
、
走
法
嫁
に
密
激
の
分
子
を
解
く
含

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
此
期
に
入
っ
て
か
ら
の
儒
學
者
は
其
朱
子
學

派
、
王
業
朋
愚
論
，
古
平
麗
な
ご
何
れ
の
流
派
に
属
す
る

を
問
は
す
、
我
聯
撹
に
傷
心
を
有
ち
こ
れ
を
研
究
す
る
も

の
、
輩
出
し
π
の
ば
著
し
い
現
象
ご
謂
は
ね
は
な
ら
ぬ
。

先
づ
幌
窩
が
隠
撮
ご
儒
道
ご
は
名
異
っ
て
心
一
な
り
ご
喝

破
し
元
の
を
始
め
こ
し
て
、
滋
春
は
紳
道
は
王
滋
、
王
滋

は
儒
道
こ
の
見
地
か
ら
紳
儒
一
致
説
を
唱
へ
て
居
る
。
伊

勢
紳
逡
や
吉
田
脚
池
か
ら
股
欲
し
π
甦
加
工
道
を
創
め
た

闇
齋
は
紳
溢
家
こ
し
・
て
も
｝
家
を
な
し
元
も
の
こ
い
へ

る
○
其
他
蕃
出
の
如
き
、
素
行
の
如
き
、
其
野
道
説
に
つ

い
て
は
そ
れ
《
＼
蝋
隻
眼
を
備
へ
て
居
た
こ
は
い
へ
、
何

れ
も
儒
敷
を
加
落
し
把
黙
に
於
て
一
致
し
て
居
る
◎
早
く

北
畠
親
房
や
一
條
蕪
幾
等
の
詩
道
説
も
此
の
霊
鑑
が
な
い

　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
’
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
二
一
山
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ

で
は
な
い
が
、
同
時
に
よ
り
多
く
の
言
説
を
取
入
れ
て
居

る
。
然
る
に
此
期
の
沸
儒
ご
富
嶽
は
世
説
は
勿
論
の
事
、

親
房
悔
兼
良
等
の
品
濃
を
も
排
し
、
鼠
講
の
如
き
は
陽
に

聯
泣
を
唱
へ
な
が
ら
陰
に
…
悌
法
を
説
く
ご
難
じ
て
居
る
む

の
が
あ
る
。
（
本
朝
紳
丸
写
）
此
期
の
後
に
壌
で
た
國
學
者

の
融
道
説
に
比
す
れ
ば
、
爾
ほ
儒
敷
の
臭
昧
を
品
等
せ
ざ

る
黙
が
取
残
さ
れ
て
居
る
ご
は
い
へ
、
だ
し
か
に
こ
れ
が

先
容
を
な
し
元
も
の
こ
い
へ
や
う
。

　
置
、
國
史
の
研
究
　
王
山
の
儒
侶
が
幽
史
の
概
念
に
闘

け
て
居
π
こ
ご
も
亦
意
想
外
で
あ
る
。
彼
等
の
間
に
は
事
！

膿
に
通
じ
た
嗣
鳳
で
す
ら
も
紳
宮
の
県
警
騰
が
石
に
仁
ε

申
す
字
を
刻
ん
で
あ
る
こ
の
話
に
留
置
揖
に
戚
服
し
て
居

π
位
で
あ
る
。
（
臥
雲
H
魯
録
）
延
久
四
年
に
入
照
し
舵
成

尋
が
諜
維
三
論
等
に
本
國
王
の
姓
氏
を
問
は
れ
て
、
本
國

王
姓
な
し
ご
答
へ
花
の
は
流
石
に
見
上
げ
把
も
の
で
あ
る

が
、
實
官
公
記
三
論
五
年
十
二
月
八
H
の
條
に
は
、
抑
了

庵
和
黒
鍬
偲
邊
書
駅
、
故
安
曇
寺
芳
上
盒
大
婦
影
像
賛
語



事
草
之
、
就
其
臼
木
天
子
者
悉
…
姓
隠
里
歎
、
他
姓
奢
昇

天
予
野
馬
在
之
哉
、
不
審
之
條
被
曝
之
、
吾
遡
不
漁
他
姓
急

撃
答
丁
ご
見
ね
て
居
る
。
此
頃
こ
な
っ
て
は
了
庵
大
慈
こ

も
あ
ら
・
う
も
の
が
、
聡
關
　
亦
西
に
つ
い
て
一
此
第
一
観
念
さ
へ

間
け
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
城
主
の
思
事
を
諒
闇
の

儀
式
な
ざ
、
い
ふ
失
膿
を
李
氣
で
演
じ
て
居
把
田
含
寺
僧

を
弾
め
る
迄
も
あ
る
ま
い
○
｛
松
陰
私
語
）

　
然
御
に
此
期
の
儒
囲
者
は
繧
學
共
者
に
つ
い
て
は
青
黛

的
思
索
に
耽
っ
た
に
も
拘
ら
す
幽
史
に
撃
っ
て
多
大
の
興

味
を
有
っ
た
も
の
が
少
く
は
な
い
6
紳
遣
の
研
究
の
如
き

も
亦
書
意
昧
に
於
て
こ
れ
が
表
現
ご
看
微
さ
れ
や
う
○
日

本
紀
、
績
日
本
紀
な
ざ
か
ら
吾
妻
鏡
、
御
成
等
式
罎
、
建

武
式
目
な
ざ
が
彼
等
に
依
っ
て
取
扱
は
れ
た
の
も
此
期
の

咄
家
事
で
あ
っ
た
。
早
春
の
本
朝
編
年
鋲
に
始
つ
π
林
氏

の
國
史
館
の
本
朝
通
鑑
の
編
纂
は
水
戸
の
再
考
館
の
大
日

本
史
の
そ
れ
ご
共
に
此
時
代
に
於
け
る
修
史
事
業
の
双
漿

　
　
　
　
　
ウ

で
あ
る
。
秘
書
の
初
藁
に
日
本
始
矯
正
泰
伯
之
胤
也
ご
書

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
蝉
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

い
た
こ
ご
の
有
無
か
ら
後
世
迄
も
物
議
を
招
い
て
居
る

が
、
此
説
の
學
術
的
債
値
は
別
こ
し
て
、
理
念
來
は
頗
る

古
く
、
さ
し
も
の
芝
山
さ
へ
三
瀬
物
語
に
こ
れ
を
力
説
し

て
居
る
程
で
あ
る
か
ら
無
下
に
崇
外
的
意
味
に
解
す
る
は

購書

G…

ﾅ
あ
ら
・
り
。
」
松
下
…
吉
林
が
媒
訟
栴
臼
・
本
属
障
の
序
に
、
臨
マ

若
稽
、
大
H
本
殿
者
、
神
患
所
扶
、
自
醐
羅
騨
差
出
、
而

張
総
蝕
ハ
濫
、
榊
朔
叢
位
、
拓
士
胎
統
、
傑
於
百
確
率
流
朝

宗
之
中
．
中
華
以
爲
禮
義
之
國
、
質
旋
有
雅
風
、
呉
敗
姫

氏
零
墨
、
秦
暴
徐
腰
今
入
至
若
任
那
斯
盧
屈
膝
、
魯
侯
赤

帝
之
後
、
莫
不
依
々
、
此
登
得
非
神
滋
丈
明
有
馬
民
三
物

之
迄
哉
こ
い
っ
て
居
る
の
は
二
一
っ
の
見
解
で
あ
ら
う
。

林
民
の
木
鋤
謬
遡
億
翫
は
Ψ
巡
艦
の
」
名
が
既
に
資
治
涌
～
鑑
に
私
淑

し
て
居
る
こ
ご
を
現
は
し
て
居
る
通
り
、
史
上
の
入
物
や

事
實
に
褒
鷲
を
潴
へ
ん
こ
す
る
趣
旨
に
至
っ
て
は
大
騰
に

於
て
大
綾
本
史
ご
異
ら
訟
諜
で
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
唯
哨

は
微
温
的
で
、
一
は
張
熟
的
で
あ
る
の
相
違
に
止
ま
る
。

南
北
二
朝
の
正
閏
に
關
す
る
爾
…
書
の
取
扱
方
は
最
も
よ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
四
一
　
（
二
一
七
）



　
　
　
第
三
管
　
、
研
究
％
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

こ
れ
を
讃
朋
し
て
居
る
。
眞
器
の
南
朝
に
在
る
を
認
め
名

舜
の
棄
す
べ
か
ら
ざ
る
を
論
じ
π
鮎
に
於
て
は
通
鑑
は
南

朝
正
統
説
で
あ
る
が
、
後
村
上
天
皇
以
後
北
朝
を
正
こ
し

て
南
朝
を
其
閥
に
附
載
し
沈
理
由
に
透
徹
を
接
い
で
居
る

丈
で
あ
る
。
そ
は
蒐
に
角
、
総
じ
て
紺
碧
者
丈
に
國
史
の

研
究
に
二
っ
て
支
那
の
史
料
を
多
く
気
取
し
把
の
は
此
期

の
葉
隠
史
に
於
け
る
一
大
特
配
こ
い
は
れ
る
が
、
そ
れ
ご

同
時
に
素
行
の
武
家
事
紀
を
始
め
林
氏
の
國
史
考
な
ざ
の

我
古
文
書
を
史
的
研
究
に
鷹
労
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の
も

、
た
し
か
に
研
究
上
の
一
大
進
歩
ご
看
緻
さ
れ
や
う
。

　
勲
、
省
文
和
歌
の
趣
昧
　
由
來
崇
外
的
な
五
山
の
偲
侶

は
詩
調
の
彫
琢
に
俘
身
を
翻
し
π
も
の
は
あ
つ
花
が
、
（
其

成
功
し
π
か
否
か
は
別
間
題
こ
し
て
）
彼
轍
書
記
の
如
き

論
り
も
の
》
外
に
は
洲
雲
や
和
歌
に
趣
味
を
有
つ
把
も
の

は
三
つ
な
か
つ
把
こ
い
っ
て
よ
か
ら
う
。
朝
鮮
人
ご
筆
談

し
て
、
欲
説
心
中
無
限
事
函
惚
欝
欝
思
想
難
酬
こ
め
一
語

を
示
し
、
語
不
通
．
気
相
逓
ご
慰
め
ら
れ
て
得
心
す
る
程

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
四
二
（
一
二
八
）

の
輩
に
は
そ
れ
も
當
然
こ
せ
す
ぱ
な
る
ま
い
。
此
期
に
漏

ん
で
も
五
出
の
俗
侶
で
召
さ
れ
て
朝
廷
の
聯
句
會
に
列
し

て
居
る
も
の
は
あ
る
が
藩
そ
れ
は
勿
論
詩
作
に
携
は
る
丈

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
儒
學
者
は
先
づ
恨
窩
が
萬
葉

集
や
歴
代
の
和
歌
に
通
瞬
し
、
國
文
闘
の
技
量
も
な
み
く

で
な
か
つ
だ
こ
ゼ
は
『
千
代
も
ご
く
さ
』
の
一
編
に
窺
は
・

れ
る
。
而
か
も
彼
れ
は
冷
泉
家
・
の
出
で
あ
る
か
ら
姑
く
別

ε
す
る
も
、
濫
春
の
野
槌
が
流
暢
な
國
交
で
書
か
れ
て
居

る
の
は
其
素
養
の
程
も
想
ひ
や
ら
れ
る
。
幌
腐
や
霊
山
、

博
学
に
は
そ
れ
み
、
和
歌
集
が
あ
る
。
就
中
岩
山
は
和
歌

に
巧
み
で
、
源
氏
外
傳
や
紫
女
物
語
の
著
書
が
め
駈
。
由

鹿
流
兵
法
の
醍
こ
し
て
聞
ぬ
元
素
行
其
人
も
学
説
に
い
そ

し
ん
で
萬
葉
集
、
蔦
人
1
首
よ
り
源
氏
、
耽
草
紙
な
ぐ
」
蓬

渉
猟
し
把
Q
特
に
彼
瀬
見
の
小
川
の
一
骨
の
外
は
詩
文
に

ば
長
じ
て
居
て
も
、
野
上
の
心
が
け
が
あ
っ
π
こ
も
見
受

け
ら
れ
ぬ
丈
山
の
自
筆
本
や
手
澤
本
に
。
士
佐
口
記
、
伊

勢
物
語
、
徒
然
草
な
ざ
の
残
っ
て
居
る
ご
聞
か
ば
、
驚
異



の
眼
を
跨
る
人
も
あ
ら
う
。
斯
る
方
面
の
趣
昧
は
前
期
の

儒
儒
は
も
こ
よ
り
、
後
期
の
儒
曝
者
に
も
徐
り
見
か
け
ぬ

ざ
こ
ろ
で
あ
る
○
こ
れ
ご
共
に
一
つ
の
見
遁
さ
れ
ぬ
事
實

は
是
等
の
儒
翼
壁
が
儒
敷
の
趣
意
を
説
く
に
も
李
易
な
國

文
を
以
て
し
た
も
の
》
多
い
・
｝
ご
で
あ
る
G
此
前
に
も
五

函
の
抄
物
が
な
い
で
は
な
い
け
れ
こ
も
、
彼
れ
は
字
句
の

註
繹
躍
層
片
的
な
、
殺
風
景
な
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
は

な
だ
ら
か
な
書
き
下
し
の
丈
で
．
中
に
は
美
交
ご
し
て
の

優
磁
の
否
ま
れ
澱
も
の
も
あ
る
。
藤
樹
の
・
獺
逸
も
翁
問
答

を
始
め
國
交
で
書
か
れ
π
も
の
が
多
い
が
、
蕃
由
に
至
っ

て
は
聾
ハ
著
書
の
殆
ん
ご
全
部
が
國
交
で
あ
る
こ
い
へ
る
。

漢
文
で
書
か
ね
ば
儒
者
・
ら
し
く
な
い
こ
す
る
側
か
ら
は
，

た
し
か
に
一
異
彩
を
放
っ
て
居
る
。
是
等
諸
學
者
の
此
態

度
は
彼
幌
窩
や
遣
蓉
等
の
和
購
ご
共
に
、
此
期
以
後
に
於

け
る
論
難
の
普
及
の
上
に
多
大
の
貢
獄
を
な
し
セ
も
の
こ

謂
は
ね
ば
な
ら
蹟
。

　
斯
様
に
数
へ
立
て
、
見
る
ご
、
何
人
も
此
期
じ
現
れ
π

第
三
管
・
研
究
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

儒
學
者
の
愚
問
、
趣
味
が
一
貫
も
た
穫
路
ヶ
履
み
察
つ
た

こ
ご
を
認
め
ぬ
謬
に
は
行
く
ま
い
。
純
な
る
儒
敏
の
哲
學

的
思
索
か
ら
…
佛
敷
の
臭
昧
を
嫌
っ
て
排
量
的
傾
向
を
有
つ

に
至
っ
た
ε
共
に
、
多
年
佛
者
の
崇
外
的
傾
向
に
撹
’
飢
さ

れ
玉
簾
さ
れ
て
居
把
衆
父
的
観
念
が
油
然
こ
し
て
湧
い
て

來
・
π
o
そ
れ
が
早
帰
の
研
究
こ
も
な
れ
ば
、
國
史
の
研
究

こ
も
な
っ
て
現
は
れ
、
叉
我
固
有
の
交
響
歴
る
國
丈
，
三

楽
に
も
趣
味
を
そ
、
ら
れ
る
こ
ご
》
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
公
家
側
ぐ
」
の
強
国

　
余
葦
は
説
い
て
鳥
、
に
至
る
ご
、
此
期
に
於
け
る
儒
學

着
の
學
風
や
趣
昧
が
著
し
く
公
家
側
の
そ
れ
ご
相
接
近
し

て
厨
る
こ
ご
に
注
意
を
懸
か
ざ
る
を
得
ぬ
○
夙
に
朱
學
を

も
知
つ
把
公
家
の
學
者
は
こ
れ
に
も
懐
ら
す
し
て
、
夏
に

朱
學
を
も
王
學
を
も
排
し
た
明
の
一
學
者
の
著
書
に
傾
倒

し
、
嘗
以
爲
膏
梁
、
遊
士
爲
文
七
、
樂
以
爲
師
友
こ
い
ふ

程
進
取
の
意
氣
に
富
ん
で
居
る
も
の
が
あ
っ
セ
○
陸
墨
の

大
義
名
分
の
観
念
に
朋
る
か
つ
π
こ
ご
は
公
家
側
の
學
潜

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

四
三
（
一
コ
九
）



第
三
懸
　
研
究
　
か
藝
復
興
期
の
儒
風

減
し
て
は
事
新
ら
し
く
い
ふ
べ
き
程
の
事
で
は
な
い
。
鷹

永
八
年
道
義
が
始
め
て
明
に
賂
つ
だ
書
契
は
束
坊
城
秀
長

の
手
に
成
つ
陀
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
日
本
准
三
豊

麗
（
多
分
源
避
義
ご
あ
っ
柁
ら
う
）
上
書
ご
書
き
始
め
て
居

る
も
、
勿
論
臣
ご
は
書
い
て
な
く
、
其
後
の
五
山
の
僧
侶

の
に
比
べ
る
ご
、
遺
に
騰
を
得
π
も
の
で
あ
っ
た
。
嗣
鳳

は
奮
時
我
幕
府
の
樹
明
外
交
交
書
に
逸
し
て
、
將
軍
み
つ

か
ら
王
ざ
穂
す
る
は
朋
の
封
を
用
み
る
も
の
で
稔
か
で
な

く
、
運
の
字
を
用
み
る
は
猫
更
よ
く
な
い
か
ら
、
已
む
を

得
す
ん
ば
、
賛
本
國
の
下
に
常
の
如
く
官
位
ご
氏
名
ご
を

訟
幽
き
、
虹
ハ
氏
ご
名
こ
の
間
に
五
口
天
白
薫
に
冊
濁
す
る
意
味
を
現

し
同
時
に
外
國
に
臣
π
る
の
嫌
を
避
く
る
儒
め
に
朝
臣
の

二
字
を
入
れ
だ
が
よ
か
ら
う
も
叉
表
交
の
末
に
明
の
隼
號

を
書
く
も
よ
く
あ
る
ま
い
、
中
古
以
．
摩
売
声
に
年
無
あ
る

こ
ご
は
彼
愚
者
も
知
っ
て
居
や
う
か
ら
、
其
年
號
を
用
み

る
か
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば
上
・
育
未
だ
年
號
の
な
か
っ
た
時

の
例
に
依
っ
て
、
只
甲
子
丈
を
書
い
だ
ら
よ
か
ら
う
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
的
四
　
（
二
二
〇
）

意
見
を
善
隣
國
賓
記
に
述
べ
、
更
に
こ
れ
に
附
加
し
て
次

の
如
く
隠
し
て
居
る
。

　
大
外
記
清
三
赦
業
忠
近
代
薄
攣
之
士
也
、
輿
予
從
癖
者
三
申
餓
年
尖
、

　
以
向
及
所
欝
年
下
及
朝
臣
二
事
皆
之
、
三
位
面
罵
是
，
墨
池
於
轟
、
以

　
論
異
日
預
此
事
者
云
、

蒔
の
朋
維
の
儒
清
原
業
忠
（
法
名
常
患
）
は
周
鳳
の
議
論
5

賛
成
を
表
し
π
の
で
あ
る
〇
五
山
の
慣
侶
で
周
鳳
の
如
く

大
義
を
辮
へ
元
も
の
は
實
に
異
数
の
入
こ
い
へ
る
Q
こ
れ

業
忠
ど
從
遊
三
十
除
霜
の
聞
に
得
た
戚
化
の
然
ら
し
む
る

ご
こ
ろ
で
な
か
っ
た
ら
う
か
○

　
排
佛
の
噌
事
に
つ
い
て
は
紳
滋
の
一
部
に
此
思
想
の
あ

っ
だ
こ
ご
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
．
前
期
の
末
よ
り
唯
、
岬
紳
道

が
公
家
側
を
風
靡
し
て
多
く
の
蹄
跳
者
を
出
し
て
か
ら
は

特
に
目
に
立
っ
て
見
ね
寓
し
た
。
　
（
天
守
三
年
八
月
日
吉

翼
廊
永
の
申
斌
に
も
著
法
次
玉
繭
職
相
綾
自
，
往
古
無
之
云

々
ご
見
ね
る
）
芸
庵
が
其
日
記
（
明
暦
三
年
正
月
二
十
六

臼
の
條
｝
に
當
峙
の
僧
侶
の
無
學
を
笑
ひ
、
置
土
宗
に
於



て
法
然
上
人
示
寂
の
臼
を
御
忌
こ
い
ふ
の
借
號
の
甚
し
き

由
を
指
摘
し
、
世
俗
も
皆
僧
侶
の
い
ふ
に
傲
っ
て
御
忌
こ

い
ふ
を
非
難
し
て
居
る
な
ざ
も
公
家
側
の
漁
者
な
れ
ば
こ

そ
こ
細
れ
る
。

　
紳
道
に
至
っ
て
は
後
土
御
門
天
皇
が
盆
倶
を
御
信
任
あ

ら
せ
ら
れ
て
か
ら
、
吉
田
の
榊
滋
は
歴
朝
に
用
ゐ
ら
れ
、

神
代
憲
の
講
義
は
一
撮
盛
ん
に
な
り
、
憩
滋
傳
授
も
つ
ぎ

ぐ
砦
は
れ
た
。
此
期
に
至
っ
て
鶴
婆
皇
は
舞

轡
、
鍛
治
に
紳
滋
を
御
尋
に
な
り
諸
徳
授
を
も
受
け
さ
せ
ら

れ
陀
が
、
家
康
や
秀
頼
も
音
量
に
憩
滋
を
問
ひ
、
家
康
は

其
傳
授
を
受
け
や
う
こ
し
た
程
で
あ
る
。

　
先
例
古
格
を
重
ん
癒
ら
る
、
朝
廷
に
あ
っ
て
は
一
切
の

・
事
歴
吏
の
な
い
も
の
は
な
く
、
歴
史
が
あ
れ
ば
叉
こ
れ
を

尊
重
せ
ら
れ
鎗
は
な
い
Q
さ
れ
ば
朝
臣
は
或
意
味
に
於
て

皆
歴
史
家
こ
い
ひ
得
る
。
此
期
に
入
っ
て
月
塞
紀
が
勅
版

の
一
つ
に
撰
ば
れ
だ
の
は
決
し
て
偶
然
で
あ
る
ま
い
。
此

勅
版
木
に
は
舟
橋
國
賢
が
蹟
紐
書
い
て
居
る
が
、
秀
賢
は

第
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
藝
交
復
興
期
の
旧
風
「

公
卿
の
治
め
に
職
原
抄
の
講
義
を
も
す
れ
ば
叉
内
裏
式
、

西
宮
記
な
ざ
の
研
究
を
も
試
み
た
Q
（
孝
亮
宿
禰
日
次
記
）

時
庸
暗
記
寛
永
十
豊
年
十
一
月
四
日
の
條
に
、
，

　
於
御
三
間
所
三
條
前
内
府
被
講
百
人
一
首
、
抽
洞
御
幸
湘

．
命
9
以
中
院
亜
根
昏
學
業
共
之
事
実
三
障
、
書
立
、
臼

　
本
紀
、
萬
葉
、
水
鏡
、
大
鏡
，
績
丸
写
・
・
眞
寸
言
、
鍛

　
花
物
語
、
紳
皇
正
統
記
、
給
原
抄
、
公
事
根
元
、
百
人

　
一
首
、
詠
歌
大
概
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
、
鬼
才
、

　
枕
双
紙
、
和
漢
朗
詠
、
大
和
物
語
、
飛
騨
内
曇
に
て
も

　
一
部
温
覚
、
義
理
等
可
命
稽
古
旨
被
仰
出
、
追
而
勅
答

　
可
詣
上
旨
串
入
手
、

ご
見
ね
る
が
、
こ
れ
に
は
國
史
、
有
職
に
關
す
る
も
の
が

多
い
○
叉
暴
魚
苗
寵
延
賓
四
年
四
月
十
七
日
の
條
に
、

　
湿
糠
課
内
、
（
中
略
）
其
後
有
漏
、
近
習
輩
急
雷
從
志
可

　
相
勤
、
景
気
肖
戸
締
下
、
綾
左
、

　
　
淋
書
　
歌
書
維
書
　
詩
丈
書
　
歴
代
書

　
　
　
外
二

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
五
　
（
ニ
二
一
）

3



第
三
巻
　
，
研
究
　
文
藝
復
興
期
の
．
儒
風

　
　
　
　
手
跡
音
樂
蹴
鞠

ざ
見
ね
る
。
蜜
語
以
下
は
正
課
で
、
手
跡
以
下
は
副
科
ご

見
ぬ
る
が
、
量
器
代
書
こ
そ
國
史
に
相
駕
す
る
も
の
で
あ

ら
う
。
當
時
の
公
卿
の
日
課
を
見
る
ご
、
初
學
に
年
代
記

の
画
論
が
あ
る
は
亦
國
史
の
入
門
ご
見
る
こ
ご
が
出
物
や

う
。
（
術
嗣
公
記
》
赤
塚
氏
は
舎
人
親
王
の
苗
奮
こ
し
て
家

に
は
日
本
紀
の
古
配
本
を
傳
へ
、
叉
梵
舜
の
本
に
起
っ
て

芸
包
み
つ
か
ら
慶
長
版
に
配
合
を
だ
こ
ご
は
彼
れ
の
践
語

に
見
ぬ
て
居
る
。
配
賦
四
年
八
刀
に
溜
め
ら
れ
だ
彼
れ
の

家
訓
に
は

　
　
一
得
沸
事
三
皇
魍
直
書
可
李
隔
心
也
、
轡
必
礒
本
絶
三
＋
誓
綴
B
本
紀
四

　
　
＋
懸
日
本
後
口
四
＋
響
一
日
ホ
後
細
二
＋
憲
丈
徳
實
録
＋
告
髄
脳
二
代
蟹
錐
距
＋
務

　
　
也
、
此
外
磯
之
類
李
家
物
語
挙
沸
物
語
太
準
記
明
徳
癒
仁
等
之
霧
随
畷

　
　
臓
可
記
田
，

ε
の
一
條
が
あ
る
ゆ
共
．
日
記
に
も
、
み
つ
か
ら
神
皇
正
統

記
、
信
長
記
、
甲
陽
箪
鑑
の
類
を
護
ん
だ
こ
ご
が
見
ぬ
て

、
居
る
が
、
明
暦
三
年
六
月
二
十
二
H
の
條
に
、

　
、
或
入
來
臼
、
万
里
小
路
申
納
言
藤
舅
数
箇
後
醍
醐
帝
．
帝
不
漁
、
藤
房

　
　
　
　
　
　
　
轄
廻
　
二
　
號
　
　
　
　
・
四
山
ハ
　
（
一
三
二
）
、

　
　
匿
跡
偽
羅
藏
、
髭
甫
爲
佃
．
滲
關
山
惑
堂
摯
嗣
法
、
號
授
翁
宗
彌
」
是

　
　
（
妙
腕
ヵ
㌧

　
　
心
乱
二
世
也
，
予
臼
，
不
流
会
月
払
此
訊
、
夫
二
言
者
賢
臣
也
、
以
帝

　
　
不
聰
詠
歌
記
頒
高
踏
．
去
滅
二
四
、
君
所
喬
再
著
袈
裟
見
其
帝
、
見
面

　
　
説
諭
遺
乎
、
皆
好
事
之
者
嬉
野
也
，
君
子
於
不
知
闘
如
、
可
駿
云
、

共
授
翁
藤
古
説
を
否
定
す
る
論
媛
は
今
日
か
ら
見
て
術
ほ

不
充
分
の
黙
も
あ
る
が
、
転
轍
に
あ
っ
て
こ
れ
程
の
皮
眼

を
有
っ
て
居
た
の
は
多
こ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
國
交
や
和
歌
は
も
こ
よ
り
公
家
側
の
お
手
の
も
の
で
あ

る
・
申
す
も
畏
け
れ
ざ
、
後
陽
成
天
皇
に
ば
禁
中
に
於
て

毎
々
源
氏
の
御
講
騨
が
あ
ら
せ
ら
れ
、
朝
臣
の
和
歌
に
批

黙
を
賜
は
っ
一
こ
ご
も
あ
り
、
後
水
尾
天
皇
に
も
公
卿
に

古
今
の
御
強
授
あ
ら
せ
ら
れ
紀
。
秀
賢
の
如
き
も
和
歌
々

兎
好
ん
で
、
冷
泉
家
の
和
歌
曾
を
も
取
立
て
、
自
身
も
毎
圏

そ
脳
に
臨
ん
で
當
座
の
和
歌
を
も
、
の
し
て
居
も
。
叉
其

函
丈
で
書
い
た
厳
威
慶
長
a
件
録
の
中
に
は
例
へ
ば
慶
長

八
年
三
月
十
一
臼
の
條
に
み
わ
か
崎
、
さ
の
、
渡
相
野
庭
、

細
川
流
出
、
名
ば
か
り
な
り
、
市
の
も
こ
に
だ
宿
、
布
留

も



．
紳
挽
花
盛
ご
み
へ
祀
れ
ざ
も
、
，
奴
僕
草
臥
ぬ
れ
は
、
み
や

b
て
こ
を
り
侍
ら
な
ご
國
文
を
も
交
へ
て
、
共
濫
の
嗜
の

程
も
床
し
く
墨
ね
る
。
寸
長
淵
a
記
が
漢
文
の
問
に
國
文
、

和
歌
、
俳
誌
を
交
へ
ら
れ
だ
こ
ご
は
前
に
も
説
き
及
ぼ
し

把
が
、
明
暦
二
年
正
月
二
十
八
口
の
條
に

　
け
ふ
は
我
兄
兵
翻
少
輔
忠
成
の
忌
目
な
り
、
凡
世
に
い
ひ
も
て
興
す
る

　
を
き
け
に
、
お
ほ
く
の
日
か
す
を
す
く
れ
は
，
そ
の
こ
ぐ
」
か
の
こ
ご
わ

　
ず
る
・
も
の
な
り
こ
い
ひ
つ
の
れ
辛
」
も
、
そ
れ
は
英
氣
お
ぽ
台
人
の
ゼ

　
　
ひ
つ
れ
へ
穴
る
こ
“
」
つ
て
か
〔
、
　
隔
四
十
し
に
の
；
て
み
、
　
止
皿
氣
も
・
し
つ
ま
己
り
ぬ

　
れ
は
お
も
は
さ
る
外
に
心
び
か
さ
れ
て
よ
・
し
な
き
事
わ
さ
ま
て
も
我
心

　
　
に
ま
か
ぜ
て
、
よ
し
あ
し
の
根
に
心
を
つ
け
て
一
入
か
糠
・
し
く
い
ε
を

　
む
き
心
の
み
そ
出
來
ぬ
る
も
の
な
り
云
々

ぎ
書
い
て
居
る
な
ざ
其
一
例
で
あ
る
。
彼
れ
は
中
院
家
に

て
論
語
を
講
じ
な
が
ら
、
源
氏
の
講
義
を
献
呈
し
て
居
た

こ
ご
が
銭
ハ
翻
記
に
散
見
す
る
。
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
文
藝
復
興
の
頓
挫

　
公
家
側
ご
民
間
の
儒
者
側
こ
の
聞
に
存
す
る
谷
風
や
趣

．
昧
の
斯
く
も
著
し
き
類
似
織
を
見
見
る
に
つ
け
、
そ
れ
が

　
　
　
第
三
巻
　
　
、
研
　
究
　
　
文
藝
復
興
期
．
旧
風

果
し
て
無
意
味
の
類
似
で
あ
る
か
ざ
う
か
は
疑
問
で
あ
る

○
既
に
時
代
が
同
時
で
あ
り
、
彼
等
儒
學
者
の
電
な
る
も
の

は
京
都
に
學
び
、
直
接
間
接
に
公
家
側
こ
の
接
写
が
保
把

れ
て
居
だ
こ
ご
前
に
蓮
ベ
セ
如
く
で
あ
れ
ば
、
無
間
に
は
、

何
程
か
脈
絡
が
通
じ
て
居
泥
ざ
想
ふ
に
無
理
は
な
か
ら

う
。
余
輩
は
既
に
此
期
の
儒
學
者
が
儒
敷
の
暫
學
的
思
索

か
ら
排
彿
的
に
傾
》
、
」
又
内
諾
的
こ
な
つ
陀
こ
ご
を
述
べ
仁

。
而
か
も
引
臼
佛
的
こ
な
つ
泥
ご
同
時
に
三
州
的
こ
な
る

べ
き
理
由
は
何
れ
に
あ
っ
π
か
。
一
切
の
異
分
子
を
排
除

し
て
儒
敷
の
本
膿
を
見
出
し
セ
彼
等
は
或
一
孫
の
儒
學
者

の
如
く
彼
中
華
の
文
物
に
心
身
し
て
崇
舞
的
の
人
こ
も
塞

b
得
π
で
あ
ら
う
。
或
は
こ
れ
を
實
行
宣
督
す
る
に
當
っ

て
、
自
國
固
有
の
道
徳
歴
史
を
顧
慮
す
る
に
至
つ
元
ご
考

へ
ら
れ
ぬ
こ
ご
も
な
い
が
、
余
甕
は
こ
れ
を
時
代
の
趨
勢

に
考
へ
て
、
弓
柄
に
し
て
も
さ
る
微
温
的
な
も
の
こ
信
じ

得
な
い
の
で
め
る
。

　
光
嚴
院
の
院
宣
や
錦
の
斜
路
で
組
立
て
あ
れ
た
足
利
氏

第
二
號
　
　
四
七
　
（
樋
門
三
）

吻



第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
文
藝
復
興
期
の
旧
風

の
幕
府
は
創
立
以
來
下
剋
上
の
風
が
莫
痢
疾
こ
な
っ
て
、

上
下
の
紛
争
絶
ゆ
る
暇
な
く
、
い
つ
も
’
～
絵
旨
を
申
下

し
錦
の
御
薪
を
お
し
立
て
、
聾
敵
に
臨
ん
だ
も
の
で
、
そ

れ
が
道
義
偽
晩
年
威
勢
に
任
せ
て
閑
却
さ
れ
だ
の
は
識
者

の
麺
慨
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
蝕
は
載
國
ご
な
っ
て
、
將

軍
の
威
信
が
地
に
落
ち
た
曉
，
続
書
階
級
の
崩
壊
や
因
襲

的
勢
力
の
帯
磁
に
勝
っ
て
國
民
は
こ
、
に
始
切
て
竪
臼
を

秘
ぐ
盗
塁
を
得
π
。
此
常
世
に
遭
は
せ
ら
れ
π
歴
朝
は
何

れ
も
英
明
の
君
で
あ
ら
せ
ら
れ
π
中
に
も
後
士
御
門
天
皇

に
は
鋭
意
朝
儀
の
復
奮
を
圖
ら
せ
ら
れ
、
癒
仁
以
來
絶
ね

て
久
し
く
行
は
れ
な
か
つ
だ
諸
書
曾
を
興
行
あ
ら
せ
ら
れ

即
位
の
御
大
禮
を
も
慶
げ
さ
せ
ら
れ
や
う
こ
し
π
。
親
長

野
記
を
見
る
ご
、
朋
態
二
年
三
月
に
願
解
除
目
の
行
は
れ

泥
の
は
親
長
が
美
濃
の
齋
藤
持
是
院
法
師
（
利
國
）
を
多
め

て
二
千
疋
を
進
上
さ
せ
た
醒
め
で
あ
っ
弛
。
叉
元
長
卿
記

に
は
延
徳
三
年
正
月
一
三
元
臼
節
會
の
行
は
れ
た
日
、
元

・
長
は
拝
観
に
墾
つ
た
島
津
忠
好
等
を
誉
詞
し
て
墾
逸
し
托

第
二
號

四
八
　
（
ニ
二
四
）

が
、
御
三
の
闇
に
於
て
天
爵
を
賜
り
舞
謁
の
光
榮
に
さ
へ

謝
し
把
ご
見
ね
る
。
當
時
御
料
研
の
年
貢
を
滞
納
し
紀
蕩

合
に
は
公
卿
に
仰
せ
て
閉
出
さ
せ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
沈

が
、
明
・
慮
三
年
に
朝
倉
氏
景
が
越
前
の
御
料
所
の
年
貢
を

進
め
な
か
つ
把
時
、
中
御
門
宣
言
に
仰
せ
て
督
促
さ
せ
ら

れ
把
こ
ご
が
め
る
Q
當
時
の
論
旨
に
、
凡
不
依
御
料
所
之

有
無
、
蝋
管
報
國
直
答
蔀
、
天
道
無
私
、
冥
鑑
有
恐
こ
の

文
を
孫
す
る
。
（
宣
胤
秘
記
）
是
等
の
事
は
皇
室
ご
人
民
こ

の
接
近
こ
も
な
れ
ば
叉
國
家
的
観
念
の
鼓
吹
こ
も
な
つ

π
）
天
照
大
紳
を
β
本
の
紳
母
こ
も
國
圭
ご
も
申
上
げ
、

職
業
の
巷
往
來
の
ビ
も
す
れ
ば
杜
絶
さ
れ
る
に
も
め
げ
す

滲
迎
人
の
踵
を
接
し
π
こ
ご
に
も
，
禁
庭
を
叉
な
き
安
全

地
ご
心
得
て
資
財
を
運
ん
で
掠
嚢
を
免
れ
ん
こ
し
、
賎
し

き
市
非
の
民
の
薩
訴
が
企
て
ら
れ
攣
り
し
π
と
に
も
、
皇

室
に
註
し
奉
る
國
民
の
心
理
に
一
大
漫
筆
を
凍
た
し
π
の

を
見
遁
す
謬
に
行
か
ぬ
。
即
ち
將
軍
で
は
行
か
す
、
守
護

大
名
等
の
自
力
で
は
猶
更
行
か
ぬ
ご
悟
っ
π
彼
等
の
注
意



が
次
第
に
皇
室
に
向
い
て
來
て
そ
こ
に
織
脈
な
暗
黒
裡
か

ら
統
一
の
曙
光
を
仰
が
ん
ご
熱
望
し
泥
。
後
土
御
門
天
皇

の
特
別
の
御
保
護
の
下
に
築
上
げ
ら
れ
だ
黛
倶
の
齋
瘍
所

や
、
王
法
霧
・
本
を
唱
一
へ
だ
即
連
加
の
一
向
慶
ボ
や
、
不
從
一
公
載
湖
、

不
被
用
朝
家
こ
い
は
れ
把
H
蓮
宗
の
皇
室
に
接
近
を
間
つ

π
の
も
皆
此
動
機
を
利
用
せ
ん
こ
し
惣
も
の
で
あ
る
。
鱒

皇
の
．
旗
幟
を
先
立
て
、
宇
ば
成
功
し
把
信
長
や
其
遺
緒
を

纏
い
で
統
一
の
大
業
を
完
戒
し
陀
秀
吉
、
家
康
も
亦
嗣
篠

で
あ
る
◎
斯
く
て
皇
威
の
伸
張
は
期
待
さ
れ
π
Q
信
長
の

氣
ま
ぐ
れ
の
保
護
か
ら
紛
旨
身
巾
下
れ
た
邸
蘇
敏
を
撃
退

す
べ
く
秀
吉
や
家
陰
に
依
っ
て
放
把
れ
た
日
本
は
紳
國
也

ε
の
｝
喝
も
亦
時
代
の
聲
こ
い
へ
る
。
斯
る
千
歳
一
遇
の

時
機
に
儒
激
濁
り
聾
圏
外
に
立
っ
て
、
五
凱
時
代
の
寄
生

的
地
響
に
安
ん
じ
ら
れ
や
う
か
。
　
　
　
卿

　
南
朝
の
隈
取
に
取
っ
て
精
赫
的
興
奮
劃
こ
な
つ
π
宏
子

學
も
本
鞘
の
僧
侶
に
は
融
資
の
料
こ
し
か
な
ら
な
か
つ
π

が
、
今
や
時
代
は
樹
縛
し
て
．
桑
室
に
封
ず
る
一
道
の
光

　
　
　
第
三
　
倦
　
　
硬
　
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

朋
は
こ
れ
を
激
っ
て
、
再
び
馬
指
の
本
観
た
る
王
事
に
活

き
ん
こ
す
る
に
至
ら
し
め
把
の
で
あ
る
○
當
時
公
家
側
で

は
今
夏
の
如
く
天
下
國
家
を
高
唱
さ
れ
泥
（
幌
窩
こ
い
ひ
、

羅
山
こ
い
ひ
、
尺
五
こ
い
ひ
、
正
意
こ
い
ひ
、
共
の
重
な

る
儒
學
者
は
何
れ
も
難
癖
接
…
長
駆
に
公
家
側
…
こ
の
交
渉
が

あ
っ
仁
。
彼
等
に
依
っ
て
儒
敷
が
我
紳
溢
こ
も
國
兜
こ
も
評

結
附
け
ら
れ
て
國
家
的
色
彩
の
濃
厚
な
る
も
の
こ
さ
れ
π

の
も
，
諏
ハ
内
尊
外
翼
に
傾
い
て
來
π
の
も
、
塞
ろ
當
然
の

成
行
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
諏
。

　
然
る
に
關
原
に
克
ち
、
大
坂
を
屠
つ
だ
家
康
は
其
前
後

か
ら
次
第
に
塁
室
に
擬
し
奉
る
態
度
を
改
め
、
禁
中
公
家

、
諸
法
度
を
鋼
耀
し
て
は
天
皇
の
大
藩
を
抑
へ
奉
り
、
宮
女
．

こ
の
姦
淫
の
革
め
逆
鱗
に
搾
れ
把
堂
上
衆
の
慮
分
を
も
緩

に
し
て
後
三
等
天
皇
の
叡
慮
に
乖
つ
た
が
、
振
事
か
ら
端

な
く
も
天
皇
の
御
譲
位
こ
な
り
、
尋
で
東
灘
門
院
の
御
入

内
こ
な
つ
元
。
後
水
尾
天
皇
が
皇
女
興
子
内
親
王
（
陽
正

天
皇
）
へ
の
御
譲
位
も
、
時
庸
卿
記
寛
永
六
年
十
｝
月
八

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
九
　
（
ニ
馬
柵
）



　
　
　
第
三
谷
　
．
研
・
究
　
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

儀
の
條
に
、
俄
有
召
石
弓
御
譲
位
、
諸
家
帰
命
、
不
思
寄

義
也
ご
書
か
れ
て
居
る
蓮
り
、
如
何
に
も
稔
か
な
ら
ぬ
天

氣
に
笄
せ
ら
れ
る
が
、
其
事
よ
り
し
て
所
司
代
板
倉
周
防

守
（
重
宗
）
が
以
て
の
外
に
立
腹
し
ね
こ
か
、
（
孝
亮
宿
禰
H

次
記
寛
永
⊥
ハ
年
十
二
月
四
H
の
條
）
大
樹
（
家
光
）
が
憤
っ

て
居
る
ご
か
い
ふ
風
聞
（
時
庸
…
卿
記
寛
永
七
年
九
月
十
六

欝
の
條
）
は
恐
ら
く
臨
め
に
す
る
こ
こ
ろ
あ
っ
て
の
そ
ら

ご
ご
で
、
十
一
年
に
家
光
の
上
洛
し
た
時
、
院
の
御
知
行

所
七
千
石
の
御
加
増
を
申
出
で
都
合
一
萬
有
に
な
し
奉
っ

陀
の
は
恐
幌
に
毘
で
た
も
の
こ
回
せ
ら
れ
る
Q
さ
れ
ざ
院

に
は
御
譲
位
後
船
齢
家
光
が
上
洛
し
て
院
の
御
沙
汰
あ
る

べ
き
旨
申
上
げ
る
迄
五
ヶ
年
の
問
。
全
く
諸
事
の
御
沙
汰

を
塵
し
給
ひ
何
事
も
聞
召
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
五
搬
家

の
人
々
ご
武
家
傳
奏
こ
の
評
講
で
定
め
ら
れ
た
こ
ご
が
滋

．
房
公
記
寛
永
十
四
年
十
二
丹
三
臼
の
條
に
見
ね
る
。

　
余
輩
は
最
近
に
ゆ
く
b
な
く
も
、
件
信
友
の
自
筆
書
類

か
ら
伏
見
宮
家
諸
大
夫
若
江
家
蜜
漬
之
話
賂
ご
小
口
に
題

　
　
　
　
　
　
、
第
二
　
號
　
　
　
　
流
○
　
　
（
一
三
六
）

し
た
左
の
一
通
を
見
出
し
元
。
藩
臣
未
だ
世
に
出
で
諏
も

の
で
あ
る
か
ら
、
共
全
文
を
載
せ
る
こ
ご
、
す
る
。

　
’
露
光
天
満
富
若
江
家
に
重
職
肥
之
義
ハ
書
面
二
相

　
　
　
見
ね
候
麺
離
露
華

　
　
　
　
　
　
　
御
護
倣
後
ミ
類
聞
聯
候

　
　
一
巡
水
尾
院
様
岬
旦
　
關
束
へ
御
不
足
被
　
思
召
極
・

　
　
　
寝
御
企
み
御
催
御
座
下
職
　
莫
飾

　
　
　
台
内
院
檬
御
代
ご
相
聞
候
　
御
所
女
房
松
田
ご
串

　
　
　
者
論
壇
囎
璽
閣
東
へ
被
魂
呼
脊
局
を
以
段

　
　
　
々
御
尋
之
上
天
下
之
理
害
タ
以
御
意
見
被
　
仰
上

　
　
　
弓
庭

　
　
　
聞
流
分
ら
れ
候
由
右
二
付
春
雪
局
既
京
在
之
御
内

　
　
　
々
還
御
禮
三
唱
上
御
領
を
凶
漢
不
自
由
不
被
爲
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
国
ミ

　
　
　
様
御
晴
被
増
進
候
由
右
御
内
々
御
和
睦
之
御
鹸
に

　
　
　
若
江
氏
御
勧
メ
申
上
候
爵
二
相
聞
候

　
　
　
構
現
様
御
神
像
勅
作
二
被
遊
則

　
　
　
院
中
二
御
安
概
被
爲
在
々
由
右
御
祭
著
江
氏
先
租

　
　
　
司
り
候
慮
其
後
亦
々
以
前
之
如
キ
義
再
被



　
　
思
召
立
候
御
無
意
に
付
若
江
氏
段
々
御
諌
箏
申
上
　
　
承
認
三
年
後
光
明
天
皇
崩
御
の
後
新
帝
の
御
事
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
韓
聡
慧
．
、
ふ
，
轟
に
。
響
さ
候
．
、
て
將
軍
の
内
実
諮
は
れ
た
が
・
家
綱
は
品
川
内
膳
正
を

　
　
余
其
身
落
髪
仕
内
々
附
属
様
へ
由
・
上
に
而
遁
世
仕
　
上
洛
さ
せ
て
、
花
町
宮
良
仁
親
王
（
後
難
院
天
皇
）
の
御
躁

　
　
　
候
由
右
に
聖
旨
御
内
密
之
義
も
被
　
　
　
　
　
　
驚
に
御
同
意
辮
上
げ
る
ご
同
時
に
、
向
後
天
子
御
作
法
不

　
　
　
思
召
止
候
事
に
相
成
御
内
々
從
　
關
東
御
褒
美
も
　
遠
藤
、
不
漁
何
時
、
一
才
宮
へ
高
貴
宮
後
の
露
量
天
皇
）
へ

　
　
　
御
座
候
由
其
後
被
腰
垣
入
痘
二
蒲
参
　
院
仕
富
山
　
可
有
御
譲
、
女
院
（
東
編
門
院
）
可
有
御
感
こ
の
意
味
を
女

　
　
　
右
入
道
い
セ
し
候
も
の
卒
去
之
砺
幼
少
二
付
成
人
官
を
以
て
女
院
、
本
院
（
後
水
尾
院
）
へ
申
入
れ
さ
せ
元
。

　
　
，
迄
伏
見
宮
檬
殿
上
人
に
御
附
被
避
侯
ま
、
二
而
以
　
（
宣
順
卿
記
承
癒
三
年
十
月
九
縣
の
條
）
天
皇
の
御
作
法
次

　
　
　
無
二
復
シ
不
乙
直
二
代
々
彼
宮
附
二
相
凝
議
恢
由
　
　
第
御
棚
位
を
行
る
べ
き
皆
三
王
ぐ
る
さ
へ
不
謹
愼
で
あ
る

　
　
　
鼻
柱
御
由
緒
二
諏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に
．
本
院
乞
さ
し
お
や
て
女
院
の
御
計
ら
ひ
C
郷
任
せ

　
　
　
…
椹
現
業
御
虚
像
を
奉
㍊
仕
來
候
由
　
　
　
　
　
　
　
申
す
ご
は
鯨
り
に
暴
慢
の
振
舞
で
あ
る
ま
い
か
。

斯
る
簿
奇
的
な
譜
の
性
質
上
軽
々
し
一
事
實
・
、
し
て
受
取
　
蘭
羅
の
寸
長
魅
搭
記
に
は
事
に
煽
れ
て
幕
府
の
專
横
を

う
兼
ぬ
る
こ
し
て
も
、
．
讃
叢
多
少
の
思
嘗
る
こ
メ
・
が
あ
陵
ゲ
欝
上
を
轡
め
だ
文
字
を
登
回
す
る
。
医
書
三
年
正
月

ら
う
。
（
脊
局
は
寛
永
九
年
八
月
家
光
の
命
を
承
二
上
＋
八
口
の
讐
は
江
戸
の
大
火
の
滲
欺
を
調
い
｛

洛
レ
て
轟
門
院
縁
細
し
特
熱
中
に
郵
・
れ
て
舞
樂
　
饗
塚
山
ヨ
ソ
嚢
九
霞
崇
小
誕
寺
巻
筆
雫
ず

の
陪
槻
を
許
さ
れ
て
居
る
が
．
此
書
に
い
，
論
が
如
き
こ
ご
　
　
　
ヌ
雪
下
ヨ
ソ
テ
死
二
及
モ
ノ
鷲
融
浪
人
本
丸
二
九
マ
テ
ヤ
ヶ
ヌ
將
軍
西

に
つ
い
て
の
用
事
こ
も
受
取
れ
ぬ
）
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
丸
二
移
テ
ヤ
ウ
～
＼
死
ヲ
遁
タ
マ
ゥ
武
家
是
デ
萬
歳
ト
ィ
フ
ソ
ラ

　
　
　
・
第
三
懸
　
　
研
　
究
　
　
二
戸
復
興
期
の
儒
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
晶
　
会
三
七
〉

簑



第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
肺
門
復
興
期
の
儒
風

く
薦
失
火
チ
悪
7
二
　
年
撮
津
一
観
ノ
後
天
下
盤
ク
家
康
公
ノ
幕
下

噛
馬
脚
シ
テ
…
駿
府
二
　
幽
硯
ス
其
後
山
武
城
ニ
ウ
ソ
リ
テ
四
塞
ノ
画
テ
タ
ノ
ミ

今
墨
イ
タ
リ
テ
四
十
三
無
理
箋
ノ
者
モ
行
寺
参
ノ
者
二
行
シ
ュ
A
二
庶

入
來
弛
仙
シ
テ
占
払
蹄
ノ
地
モ
日
金
ナ
リ
ト
ア
ラ
ソ
ピ
ア
（
リ
ヌ
叉
後
世
ヨ

サ
是
夢
四
見
ハ
丈
王
淫
代
｝
ノ
肺
圃
ナ
リ
ト
ハ
ア
ル
（
ケ
ソ
ト
モ
サ
ニ
ハ
ァ

ラ
X
畏
人
テ
愚
ニ
シ
テ
武
威
テ
巌
重
ニ
セ
シ
カ
バ
人
皆
斧
戯
ヨ
リ
モ
恐

怖
ス
ル
晶
ヘ
ニ
國
々
邑
々
ノ
武
士
等
共
威
ニ
チ
ソ
レ
テ
年
々
二
關
東
二

下
向
シ
賄
賂
ヲ
入
テ
我
國
テ
全
セ
ン
ト
頼
依
セ
シ
カ
バ
高
下
ト
ナ
ク
貴

購
ト
ナ
ク
皆
是
二
習
塾
シ
テ
國
丸
心
ノ
．
蟹
物
チ
持
ア
｛
瀞
ド
ノ
繊
…
二
耐
順
フ
此

昌
ヨ
ソ
テ
衿
誇
年
々
二
培
長
シ
テ
天
皇
ヨ
リ
ハ
威
識
テ
モ
ク
ソ
ミ
（
ケ

ル
上
聞
年
家
康
公
ノ
屍
チ
一
駿
府
ノ
久
趨
馳
ヨ
リ
掘
…
紀
｝
シ
ナ
燈
光
叱
田
二
縮
｝
シ
彼

慈
源
大
師
カ
バ
カ
ラ
4
ト
シ
テ
東
照
椛
現
卜
二
二
シ
テ
春
秋
ノ
序
二
臨

テ
ハ
旗
門
圭
纐
官
マ
テ
彼
由
二
招
致
シ
テ
勅
絃
會
チ
行
ス
、
其
レ
ノ
ミ

ナ
ラ
ス
寛
永
ノ
盛
年
ヨ
リ
例
幣
テ
串
シ
ク
タ
シ
ア
毎
歳
四
月
＋
有
七
日

二
暑
議
一
人
チ
彼
髄
二
軸
使
セ
シ
ム
是
瀞
密
例
幣
之
義
義
ナ
ラ
ソ
テ
ナ

サ
皆
威
勢
ノ
ス
ル
ト
コ
・
ナ
リ
ト
ソ
如
此
年
々
歳
々
二
瀬
束
ノ
懐
重
ク

シ
禁
腋
ノ
法
衰
癒
…
シ
且
ズ
昔
ヨ
サ
ノ
列
國
必
騒
侯
知
行
セ
シ
鋸
國
テ
侵

凌
シ
テ
是
チ
閥
棄
二
治
メ
金
銀
二
三
珍
器
寳
刀
ニ
イ
タ
ル
マ
テ
親
犠
二

準
擬
シ
テ
是
チ
モ
閣
東
二
入
列
國
チ
ョ
円
融
ア
蠣
寅
威
チ
三
盆
セ
ン
ト

黒
鉱
ナ
ル
臨
（
二
無
是
朝
家
寳
ノ
鼠
等
マ
テ
倉
二
二
遜
醐
シ
テ
近
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

第
二
號

五
二
　
（
ニ
ニ
八
）
，

　
　
間
二
廿
五
問
ノ
玉
藻
テ
纏
管
シ
テ
余
田
チ
委
積
セ
シ
カ
バ
其
藏
中
高
サ

　
　
四
尺
蝕
二
金
子
ソ
ミ
ナ
ラ
（
タ
ル
ト
キ
づ
ユ
誠
媚
皇
力
苛
政
夏
棊
帝
紺

　
　
ガ
鹿
塁
ノ
タ
メ
シ
ナ
ル
ベ
シ
故
器
財
…
逆
テ
4
ソ
ル
ブ
理
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ

　
　
ル
ユ
（
今
年
正
貝
十
八
暇
九
B
手
遊
ノ
失
《
二
間
十
三
年
取
掠
セ
シ
メ

　
　
タ
ル
金
銀
珍
器
皆
ヨ
ト
く
ク
溝
｛
夫
ス
ル
ン
カ
シ
將
加
卑
ノ
一
命
不
慮
二

　
、
残
り
シ
づ
ト
ハ
是
幸
ナ
ル
子
細
ヲ
シ
ラ
テ
只
…
關
束
籏
美
ノ
ス
キ
タ
サ
ト

　
　
バ
カ
リ
心
得
テ
今
次
蹴
転
艶
々
禁
怯
ラ
ク
ダ
シ
テ
膳
総
等
源
ノ
道
具
ノ

　
　
下
構
チ
停
止
セ
ヨ
ナ
ト
キ
コ
ユ
ユ
叉
可
笑
武
城
盛
服
之
家
並
数
九
千
問

　
　
二
銀
磁
万
賞
目
ク
タ
シ
タ
マ
フ
萱
万
石
ヨ
リ
給
万
薦
ニ
イ
タ
ソ
テ
銀
百

　
　
貫
貝
ヨ
リ
三
百
貫
員
ニ
イ
タ
ソ
テ
恩
借
セ
ラ
ソ
衆
歳
底
年
ヨ
リ
†
グ
年

　
　
ノ
内
二
河
折
セ
ラ
ル
（
シ
ト
定
メ
ァ
（
リ
ヌ
百
石
ヨ
リ
九
千
九
頁
石
マ

　
　
テ
命
～
十
・
百
石
二
一
一
L
T
五
瀞
鳳
ク
タ
サ
ル
ト
イ
（
り
此
ハ
配
分
’
焔
臼
岬
円
笑
蜷
松
牛

　
　
炉
豆
守
ト
イ
（
ル
者
五
老
ノ
棟
梁
ト
シ
テ
バ
カ
ラ
イ
キ
タ
ル
ト
イ
（
り

　
　
彼
ハ
誠
二
刻
騨
ノ
人
ナ
リ
イ
カ
ン
六
十
州
ノ
霊
宝
重
力
無
毒
ノ
手
二
ト

　
　
ラ
ン
や
無
學
ノ
質
ニ
シ
ナ
其
穂
…
テ
ト
ル
モ
非
ナ
リ
ア
タ
フ
ル
モ
葬
ナ
リ

　
　
カ
ク
刻
薄
ノ
苛
政
テ
施
シ
ナ
ハ
窮
國
腰
ヌ
グ
ノ
侯
國
タ
リ
ト
モ
陳
勝
力

　
　
一
竿
テ
以
テ
秦
ノ
代
チ
傾
麗
セ
シ
無
二
習
ン
コ
ト
モ
シ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
心

　
　
ア
ル
者
ハ
覚
身
ノ
集
住
チ
朴
別
▽
テ
欝
出
、
ト
ソ

一
語
一
句
如
何
に
も
慷
慨
激
越
の
調
和
幣
び
て
居
る
。
其

他
四
月
二
十
三
臼
の
條
に
は
、
四
月
が
先
国
軍
家
光
の
忌



月
に
て
将
に
七
回
忌
に
も
相
医
す
る
に
拘
ら
す
失
火
の
爲

め
勅
會
の
注
事
を
見
合
せ
豊
科
で
あ
り
な
が
ら
、
去
月
中

旬
家
綱
が
伏
見
宮
の
姫
宮
を
迎
へ
奉
つ
元
事
を
青
め
て
、

　
利
得
ニ
カ
ナ
フ
コ
ト
ア
ソ
バ
天
丁
ノ
艶
シ
リ
テ
モ
イ
ト
ハ
ス
鰹
チ
モ
旗

　
　
シ
義
テ
モ
ミ
タ
リ
テ
子
孫
翻
績
ノ
事
ニ
ノ
ミ
心
テ
ヨ
ロ
ケ
ル
飛
雲
ノ
諜

　
略
吉
ニ
モ
マ
ソ
ナ
ル
（
シ
カ
ク
不
艶
我
ノ
政
道
ナ
リ
シ
カ
ト
モ
諸
侯
ノ
中
・

　
　
一
人
モ
ア
．
ヤ
シ
ミ
ウ
タ
カ
フ
モ
ノ
ナ
ク
只
其
圓
テ
全
シ
テ
其
灘
テ
ニ
コ

　
ラ
シ
其
糟
テ
ク
ラ
ソ
テ
牲
欝
ニ
ホ
コ
ル
旨
無
モ
叉
コ
・
・
（
カ
タ
シ

ご
い
っ
て
居
り
、
又
正
月
二
十
六
日
の
條
に
は
二
十
四
日

の
秀
忠
の
忌
H
に
知
恩
院
の
新
門
主
が
進
運
し
て
焼
香
艘

舞
さ
れ
把
ご
聞
い
て
、

　
余
が
日
廿
日
ハ
　
後
光
明
院
ノ
御
忌
購
ナ
リ
然
ル
チ
・
馬
継
ハ
焼
香
シ
タ

　
マ
ハ
テ
台
皇
院
／
等
価
バ
カ
サ
シ
タ
マ
フ
コ
ト
更
鑛
畳
束
コ
ソ
今
天
下

　
智
ア
ル
モ
愚
ナ
ル
モ
利
生
ニ
ヨ
ル
ト
ハ
イ
（
ト
モ
セ
メ
テ
鱈
子
ノ
閾
ニ

　
ナ
η
ト
モ
カ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ハ
ソ
、
シ
ム
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
イ
カ
ニ
軌
四
ニ
ヨ

　
ル
ト
イ
フ
ト
モ
賢
徳
院
ハ
臣
ナ
リ
後
光
明
院
ハ
君
ナ
リ
君
チ
ヤ
メ
テ

　
臣
テ
主
ト
ス
ル
理
ア
ラ
ン
や
源
生
君
早
生
盛
ア
リ
ト
モ
填
鼠
コ
ソ
チ
ョ
ロ
コ

　
ハ
ン
や
宮
ハ
イ
タ
マ
幼
ヰ
ニ
マ
シ
マ
セ
為
事
／
義
不
義
ハ
シ
リ
タ
マ
ハ

　
シ
戯
介
者
ノ
腿
ハ
ノ
カ
ル
マ
シ
キ
”
ト
ナ
リ
云
タ

箪
三
巻
　
研
究
　
丈
藝
復
興
期
の
儒
風

ご
書
い
て
居
る
な
ご
、
何
れ
も
七
号
無
事
の
意
を
寓
し
た

も
の
で
あ
る
。
是
等
の
言
論
が
五
十
徐
年
の
久
し
き
後
水

尾
天
皇
に
処
恭
し
奉
つ
だ
芸
捲
の
手
に
成
つ
π
か
ら
こ
て

薩
に
累
を
皐
徳
に
及
ぼ
す
べ
き
も
の
こ
は
も
こ
よ
り
存
せ

ぬ
。
彼
れ
は
至
誠
朝
家
を
思
ふ
懸
り
に
武
家
の
横
暴
を
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

み
、
其
運
命
を
究
ふ
に
至
っ
た
迄
で
、
其
源
流
は
亦
挙
生

の
學
問
に
負
ふ
ご
こ
ろ
の
多
か
つ
π
こ
ご
は
言
ふ
迄
も
あ

る
ま
い
。

　
家
康
の
不
自
然
な
る
政
策
が
政
治
上
、
趾
野
上
、
蕩
々
こ

し
て
大
勢
の
逆
轄
に
奏
功
す
る
ご
共
に
、
儒
學
者
流
は
今

夏
に
町
営
の
識
蕩
に
迷
っ
た
。
嘗
て
は
歴
朝
の
稜
威
を
聡

揚
し
て
武
人
の
蹟
庖
を
憤
慨
し
元
こ
ご
あ
る
道
春
が
、
い

つ
め
間
に
か
家
康
の
座
右
に
唯
々
こ
し
て
命
を
魏
く
身
ご

な
っ
た
の
は
、
賢
い
行
方
か
は
知
ら
鍛
が
、
實
は
剃
髪
以

上
の
打
捨
て
難
き
重
大
問
題
で
あ
る
。
藤
樹
が
滋
春
の
剃

髪
受
位
を
資
め
た
翻
意
も
或
は
こ
れ
に
托
し
て
其
蔀
を
屈

し
た
一
事
を
湿
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
家
康
の
好
學
を
説

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
三
　
（
ニ
ニ
九
）



伊

弟
三
巻
　
　
研
　
究

－鷲亀
舅・・t　　／

復
輿
期
の

儒
鳳

い
て
此
期
に
於
け
る
交
敷
の
バ
ト
Ψ
ン
に
擬
す
る
も
の
は

又
其
禁
中
公
家
諸
法
度
の
第
一
條
に

　
天
一
御
町
能
之
事
，
第
一
御
學
詞
也
、
不
學
期
不
明
古
写
、
而
能
致
太

　
李
者
搬
溶
之
也
、
責
二
一
要
明
丈
也
、
戸
田
逡
誠
雌
不
究
経
皮
、
可
諦

　
習
群
書
治
要
云
々
、
和
歌
自
光
孝
天
皇
豪
維
、
難
爲
綺
語
、
我
等
層
俗

　
也
、
不
可
棄
置
明
々
、
駈
載
禁
縛
抄
、
悪
習
學
強
要
嫉
事
、

ご
あ
る
を
も
典
型
昧
に
引
用
す
る
け
れ
．
霊
も
、
そ
れ
は
皮

相
の
見
に
過
ぎ
ぬ
。
素
行
も
禁
秘
抄
の
天
子
の
諸
藝
能
之

事
第
一
御
學
空
也
云
々
の
交
を
論
じ
て
、
楽
聖
二
、
墨
…
問

ヲ
以
ヲ
天
子
ノ
五
能
ト
ノ
玉
フ
コ
ト
の
，
託
比
既
二
帝
徳

ノ
微
運
ナ
ル
ノ
ユ
ヘ
ナ
勢
ペ
シ
、
既
ユ
寛
李
小
式
二
、
毎

巨
巳
時
召
侍
讃
鋼
帯
隣
也
ト
ァ
ル
ト
キ
ハ
、
天
子
必
ズ
師

ヲ
立
テ
滋
ヲ
問
、
古
ノ
作
法
ヲ
詳
轟
警
熟
マ
シ
ー
プ
、
今

日
天
下
ノ
政
事
入
物
ノ
上
二
用
イ
ナ
セ
玉
フ
事
、
延
喜
、

天
暦
ノ
古
キ
タ
メ
シ
也
ト
鰐
紀
二
塁
也
、
御
題
問
ヲ
以
プ

藝
能
ト
申
ス
ベ
キ
コ
ト
ニ
非
ズ
瞭
然
レ
ド
モ
上
古
憩
禦
ノ

實
義
塾
二
疎
ク
ナ
リ
プ
、
御
學
…
問
ハ
鴻
材
利
ロ
ノ
タ
メ
ユ

ワ
タ
リ
、
詠
歌
管
粒
ハ
風
流
ニ
ヲ
チ
ろ
ブ
、
禮
樂
ノ
實
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
四
　
（
二
三
〇
）

失
脚
ナ
レ
ル
3
ト
血
也
、
3
／
ユ
ヘ
ニ
三
時
迫
口
々
ニ
ヲ
コ
タ

リ
マ
シ
ー
、
鱈
臣
皆
逸
樂
ヲ
事
ト
シ
ラ
、
天
下
ノ
苦
樂

ッ
イ
ニ
不
遍
、
故
二
武
臣
漆
レ
ヲ
受
テ
天
子
二
潜
’
グ
、
億
兆

ノ
民
ヲ
安
シ
四
海
を
静
譲
セ
シ
ム
云
々
♂
い
っ
て
居
る
は

薬
な
が
ら
公
家
諸
渋
度
第
一
條
の
駁
論
こ
も
見
ら
れ
や
う

特
に
末
段
御
針
問
云
々
の
如
き
形
勢
を
鰯
致
す
る
こ
芝
は

家
康
及
び
其
後
縫
者
に
取
ウ
て
寧
ろ
望
ま
し
き
こ
ご
で
あ

る
か
ら
已
む
を
得
ぬ
。
家
康
の
好
學
は
畢
覚
自
家
の
武
城

を
飾
る
べ
き
具
に
過
ぎ
な
か
っ
た
り
見
よ
王
覧
を
主
群
ん

だ
象
干
學
が
幕
府
の
官
學
こ
な
つ
抄
』
後
は
折
角
に
勃
興
せ

ん
こ
し
π
他
流
譲
即
ち
答
電
上
貼
の
武
器
こ
な
つ
わ
匹
で
は

な
い
か
。
其
武
羅
を
眞
甲
に
振
り
か
ざ
し
た
も
の
は
道
春

の
子
孫
や
其
亜
流
で
は
な
い
か
，
少
く
こ
も
儒
学
か
ら
見

た
交
潮
の
復
興
は
或
意
味
に
於
て
頓
挫
を
豪
し
π
こ
い
へ

㍗や

､
○
さ
り
な
が
ら
儒
學
者
の
多
く
が
皆
道
春
の
嬢
に
微
…

つ
だ
課
で
は
な
い
◎
彼
等
の
中
に
は
昂
然
こ
し
て
隠
者
り

生
活
を
績
け
把
、
も
の
も
あ
れ
ば
、
叉
王
侯
を
も
齢
引
し
て



市
弁
の
問
に
溢
を
思
い
お
も
の
も
あ
る
。
温
厚
な
る
二
塁

の
p
鄭
き
も
、
民
問
の
一
儒
者
に
安
ん
じ
て
其
詩
歌
に
曾
皇

の
意
を
寓
し
て
居
把
。
彼
等
の
愚
者
は
其
先
容
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

生
れ
、
而
か
も
よ
り
多
く
内
捻
的
で
あ
っ
把
國
曝
者
の
或

者
ご
共
に
、
幕
府
の
蓮
命
を
咀
ひ
つ
＼
あ
っ
把
Q
が
、
彼

等
ご
公
家
側
こ
の
握
手
は
い
つ
し
か
幕
府
の
嚴
重
な
る
盈

競
の
目
を
掠
め
て
行
は
れ
、
そ
れ
が
叉
少
か
ら
す
後
年
の

回
天
の
業
に
寄
與
し
て
居
る
。

　
至
幸
考
讃
す
る
こ
こ
ろ
に
寝
ろ
て
、
此
期
の
融
資
が
公

家
側
ご
淺
か
ら
ぬ
閥
係
を
有
す
る
こ
ご
は
略
こ
れ
を
關
明

し
た
。
余
輩
は
皇
室
を
中
心
こ
し
て
渦
憲
く
輔
種
の
時
代

思
潮
が
・
帯
心
㍑
復
興
の
一
源
泉
で
あ
り
、
公
家
の
學
風
も
亦

從
凍
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
る
よ
り
以
上
の
影
響
を
他
の
儒
學

者
に
及
ぼ
し
て
居
る
こ
ご
を
認
む
る
に
蹄
躇
せ
ぬ
り
而
か

も
時
代
の
大
観
の
前
に
は
公
家
側
も
非
公
家
側
も
な
い
。

彼
等
の
學
風
や
趣
昧
の
共
鳴
は
亦
時
代
思
潮
の
一
表
現
で

あ
っ
把
。
欝
血
鞭
期
の
交
甑
だ
似
興
が
家
康
の
保
護
に
』
恢
り
、

叉
濁
点
の
再
興
が
眼
窩
の
功
に
成
っ
た
こ
す
る
以
外
に
全

く
時
代
思
潮
を
閑
却
し
、
「
公
家
側
を
眼
中
に
機
か
す
、
偶

皇
室
の
御
好
學
に
言
及
す
る
も
の
が
あ
っ
て
も
．
一
添
鎖

こ
し
て
叙
す
る
に
止
ま
る
が
如
き
は
決
し
て
公
朋
精
遊
の

見
で
あ
る
ま
い
ご
信
ず
る
G

叢

説

　
　
　
服
飾
に
現
は
れ
ハ
る
豊
野
時
代
の
瀞
仙
會
的
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
　
　
　
井
　
　
　
　
秀

室
町
時
代
の
服
飾
界
を
槻
察
す
る
時
は
領
し
き
鼎
［
日
曜
の
特
　
徴
あ
る
を
知
る
べ
し
。
一
は
服
飾
構
成
の
慣
例
及
服
飾

第
三
巻
　
　
叢
　
親
　
　
服
飾
．
L
現
ほ
れ
れ
ろ
室
町
瞬
代
の
帯
親
的
傾
向

第
二
號

五
五
　
（
二
三
　
）


